
玉繭 

 

 

 

くず繭の中で、2 匹の蚕が共同で一個の繭にしたものを

「玉繭」と言います。 

この玉繭は、普通の養蚕をしていると 2～3％の割合で必

ず出るものですが、繭から 2本の糸が出るため、糸をつく

るときに必ず絡まってしまいきれいな糸が作れません。そ

のため通常はくず繭の扱いをされてしまいます。 

牛首紬は伝統の技法でこの玉繭から糸を引き、絡み合った

部分が牛首紬独特のネップとなっています。 


